
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

● ケイ酸の供給に優れ、経済的な土づくり肥料です。 

毎年の施用を続ける事が大切でケイ酸は稲体を丈夫にし、 

倒伏やいもち病の他、高温障害対策としても期待できます。 

● 肥料三要素と言えば窒素、リン酸、加里ですが、 

稲は窒素の約 10倍、リン酸の約 20倍、加里の約 6倍、ケイ酸を吸収します。 

● ケイ酸は茎葉の表面にケイ化細胞を形成し、稲体を丈夫にするという物理効果 

に加え、葉が直立し下位葉まで日光が届く様になる為、光合成能力の向上という 

生理的効果もあります。 

また、光合成は原料となる二酸化炭素を取り込み、 

稲の表皮にある「気孔」が開いて水分蒸散を起こします。 

気孔の開放度が大きく、水分蒸散が活発化して葉身中の 

水分量が循環、多く保持される事で稲体温を低下、 

上昇抑制に繋がります。 

 

                 

 

 

 

 

 

 

詳細は予約注文書をご覧ください！ 

【 お問い合わせ先 】 

ＪＡこまち 経済課 （0183）62-1822 または 各資材店へ 

フリーダイヤル（無料） 0120-884-117 

散布量の目安は 10aあたり 100ｋｇの散布量です。 

締切 3月 21日まで 参考価格 4,290円  

春散布の注文はまだ間に合います！ 

（100ｋｇ/10a） 


